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太
宰
府
市
は
、
太
宰
府
天
満
宮
を
は

じ
め
、
特
別
史
跡
や
名
所
旧
跡
が
多
く

点
在
す
る
九
州
屈
指
の
観
光
地
で
あ
り
、

平
成
17
年
に
は
九
州
国
立
博
物
館
も
開

設
さ
れ
、
年
間
7
0
0
万
人
を
超
す
観

光
客
で
に
ぎ
わ
う
活
気
あ
る
市
で
す
。

市
北
部
に
は
水
城
跡
、
大
野
城
跡
、
太

宰
府
跡
と
3
カ
所
の
国
特
別
史
跡
が
あ

り
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
有
形
、
無
形

文
化
財
が
無
数
に
点
在
す
る
地
域
で
す
。

こ
れ
ら
の
歴
史
、
文
化
を
守
る
た
め
、

ま
た
、
多
く
の
観
光
客
が
一
部
に
集
中

す
る
現
状
か
ら
、
市
内
全
体
の
史
跡
を

観
光
資
源
と
し
て
確
立
す
る
た
め
に
、

市
民
遺
産
活
用
推
進
計
画
を
策
定
、
そ

の
後
、
景
観
と
市
民
遺
産
を
守
り
育
て

る
条
例
を
施
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、「
太
宰
府
市
市
民
の
お
宝
」
を
発

見
・
見
守
る
た
め

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
文
化
財
調

査
も
行
わ
れ
て
お

り
、
市
民
遺
産
が

地
域
活
性
化
に
繋

が
る
取
り
組
み
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
野
城
市
は
、
福
岡
市
の
南
東
に
位

置
し
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
か
ら
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
成
長
を
続
け
て
い
ま

す
。
窓
口
改
革
は
、
平
成
17
年
に
当
選

し
た
市
長
の
公
約
に
掲
げ
ら
れ
、
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
平

成
18
年
に
「
週
末
窓
口
サ
ー
ビ
ス
」
、

19
年
に
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
開
設

さ
れ
、
平
成
20
年
に
は
、
福
岡
県
の
補

助
事
業
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
事

業
」
の
認
定
を
受
け
、
市
役
所
を
訪
れ

た
市
民
が
い
く
つ
も
の
窓
口
を
移
動
し

て
行
っ
て
い
た
手
続
き
を
、
一
つ
の
窓

口
で
終
わ
ら
せ
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
す
る
た
め
の
総
合
窓
口

「
ま
ど
か
フ
ロ
ア
」が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、そ
の
業
務
の
多
く
を
民
間
委
託

さ
れ
て
お
り
、証
明
書
等
は
、自
動
で
発

行
す
る
事
が
で
き
る「
し
ょ
う
め
い
君
」

と
い
う
機
械
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

所
感
　

　

本
市
に
も
歴
史
と
伝
統
あ
る
行
事
や

史
跡
が
あ
り
、
こ
れ
を
活
用
し
て
市
民

が
参
加
し
市
域
が
一
体
と
な
り
地
域
活

性
化
の
た
め
、
大
い
に
活
用
す
べ
き
と

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
計
画
す
る

補
助
事
業
を
見
据
え
、
活
用
し
文
化
財

の
発
掘
、
保
存
を
行
い
市
の
観
光
行
政

拡
大
に
つ
な
げ
て
行
け
る
な
ら
と
感
じ

ま
し
た
。

　

窓
口
改
革
に
つ
い
て
も
、
現
状
の
2

庁
舎
、
2
支
所
体
制
で
あ
る
本
市
に
お

い
て
、
そ
の
在
り
方
を
考
え
る
部
分
も

多
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
が
、
市
民
の

負
担
を
考
慮
す
れ

ば
、
現
状
で
も
解

消
で
き
る
部
分
も

多
く
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
導
入

の
必
要
性
を
強
く

感
じ
る
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

委員会研修報告委員会研修報告

　

直
方
市
は
、
人
口
5
8
，１
0
0
人
、

高
齢
化
率
29
・
1
％
の
自
治
体
で
あ
り

ま
し
た
。
今
回
研
修
し
た
「
の
お
が
た

元
気
ポ
イ
ン
ト
事
業
」
は
、
高
齢
化
率

が
高
く
介
護
認
定
率
が
高
い
中
に
あ
っ

て
、
簡
素
な
制
度
で
地
域
住
民
の
自
主

性
に
任
せ
る
と
い
う
こ
と
で
考
え
ら
れ

た
制
度
で
あ
り
ま
し
た
。

　

概
要
と
し
て
は
、
健
診
の
受
診
お
よ

び
市
主
催
の
介
護
予
防
事
業
や
地
域
で

自
主
的
に
実
施
す
る
介
護
予
防
や
健
康

に
関
す
る
活
動
へ
の
参
加
に
対
し
て
ポ

イ
ン
ト
を
付
与
し
、
商
品
券
と
交
換
で

き
る
制
度
で
あ
り
ま
し
た
。
直
方
市
に

住
民
登
録
し
て
い
る
65
歳
以
上
の
人
が

対
象
で
、
個
人
で
登
録
を
行
い
ポ
イ
ン

ト
を
得
る
個
人
登
録
と
、
5
人
以
上
で

団
体
登
録
を
行
い
、
ポ
イ
ン
ト
を
得
る

団
体
登
録
が
あ
り
ま
し
た
。
地
域
住
民

の
自
主
性
か

ら
な
る
健
康

づ
く
り
に
取

り
組
む
直
方

市
の
制
度
に

は
、
大
変
参

考
に
な
る
と

こ
ろ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

春
日
市
は
、
九
州
内
で
の
人
口
密
度

が
那
覇
市
に
次
い
で
2
番
目
に
高
く
、

平
均
年
齢
36
・
6
歳
と
若
い
人
の
多
い

ま
ち
で
あ
っ
た
。
認
可
保
育
所
10
カ
所

で
１
，6
7
0
人
の
定
員
に
対
し
て
、

毎
年
度
４
月
平
均
待
機
児
童
数
は
20
人

前
後
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

待
機
児
童
対
策
と
し
て
は
、
ま
ず
定

員
枠
の
拡
大
か
ら
私
立
の
誘
致
や
公
立

の
増
築
を
図
り
、
平
成
15
年
4
月
以
降

で
4
7
0
人
の
増
（
40
％
）
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
な
お
、
保
育
士
確
保
が
難

し
い
中
、
公
設
公
営
保
育
所
に
お
け
る

0
〜
１
歳
児
の
嘱
託
保
育
士
（
4
人
）

の
雇
用
増
が
図
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
今

後
、
１
カ
所
あ
る
認
定
こ
ど
も
園
（
地

方
裁
量
型
）
の
認
可
保
育
所
化
や
耐
震

診
断
を
踏
ま
え
た
公
立
保
育
所
2
カ
所

の
増
床
建
て
替
え
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
策
定
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
の
委
員
13
人
の
意
見
も
聞
き
、

表
現
な
ど
を
工
夫
し
、
独
自
調
査
項
目

を
追
加
調
整
さ
れ
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ニ
ー
ズ
調
査
に
基
づ
く
そ
の
他
の
施
策

と
し
て
、
一
時
預
か
り
の
拡
充
や
、
福

岡
徳
洲
会

病
院
の
建

て
替
え
を

機
に
、
院

内
に
病
児・

病
後
児
デ

イ
ケ
ア
施

設
が
開
所

予
定
で
す
。

総務常任委員会
平成26年9月29～30日　福岡県太宰府市・大野城市

【視察委員】 委員長 吉永　健司 副委員長 東　　孝助
 委　員 島田　敏春 委　員 来海　恵子
 委　員 坂本　武人 委　員 濱元幸一郎
 委　員 西嶌　隆博

【視察委員】 委員長 木村　祐一 副委員長 丸内三千代
 委　員 神田　公司 委　員 尾方　洋直
 委　員 後藤　修一 委　員 松本　龍一

健康福祉常任委員会
平成26年10月2～3日　福岡県直方市・春日市

9
月
30
日
　
福
岡
県
大
野
城
市

窓
口
改
革
に
つ
い
て

10
月
3
日
　
福
岡
県
春
日
市

子
育
て
支
援
等
に
つ
い
て

10
月
2
日
　
福
岡
県
直
方
市

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

9
月
29
日
　
福
岡
県
太
宰
府
市

市
民
遺
産
の
取
り
組
み

　

福
津
市
は
、
平
成
17
年
福
間
町
と
津

屋
崎
町
の
合
併
に
よ
っ
て
で
き
た
市
で
、

面
積
約
52
・
8
㎢
、
人
口
約
5
万
8
，

0
0
0
人
で
、
福
岡
市
お
よ
び
北
九
州

市
に
近
接
し
て
お
り
、
交
通
の
利
便
性

も
良
く
、
通
勤
、
通
学
に
も
便
利
で
活

気
の
あ
る
地
域
で
し
た
。
広
報
委
員
会

は
、
3
常
任
委
員
会
か
ら
各
2
名
の
6

名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
写
真
の
活
用

や
わ
か
り
や
す
く
を
目
標
に
行
政
用
語

を
で
き
る
だ
け
排
除
し
、
誰
に
で
も
わ

か
る
言
葉
を
使
う
な
ど
心
が
け
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
年
8
月
号
か
ら

は
「
が
ん
ば
る
人
」
の
連
載
を
始
め
ら

れ
て
お
り
、
初
回
は
「
み
ら
い
を
育
む

人
」
、
次
回
は
「
明
日
に
は
ば
た
く

人
」
と
い
う
こ
と
で
企
画
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

神
埼
市
は
、
平
成
18
年
神
埼
町
、
千

代
田
町
、
脊
振
村
の
合
併
に
よ
っ
て
で

き
た
市
で
、
面
積
約
１
2
5
㎢
、
人
口

約
3
万
2
，6
0
0
人
で
、
佐
賀
市
と

隣
接
し
て
お
り
、
交
通
の
便
も
良
く
、

住
み
良
い
地
域
の
よ
う
で
し
た
。

　

広
報
委
員
会
は
、
6
名
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
写
真
を
多
く
活
用
し
て
わ
か

り
や
す
く
す
る
こ
と
や
一
般
質
問
は
、

な
る
べ
く
修
正
を
行
わ
ず
、
誤
字
、
脱

字
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
特
徴
と
し
て
は
、
Ｑ
＆
Ａ
を
多
く

し
て
市
民
目
線
で
わ
か
り
や
す
く
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
「
こ

れ
が
聞
き
た
い
コ
ー
ナ
ー
」
等
も
企
画

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

所
感

　

広
報
紙
が
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、

い
か
に
読
ん
で
も
ら
え
る
か
に
努
力
研

究
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
考
に
な
っ
た

こ
と
を
十
分
に
検
討
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議会広報調査特別委員会
平成26年10月6～7日　福岡県福津市・佐賀県神埼市

【視察委員】 委員長 島田　敏春 副委員長 今村　直登
 委　員 上田　欣也 委　員 後藤　修一
 委　員 松本　龍一 委　員 西嶌　隆博

10
月
7
日
　
佐
賀
県
神
埼
市

議
会
広
報
編
集
方
針
等
に
つ
い
て

10
月
6
日
　
福
岡
県
福
津
市

議
会
の
役
割
に
つ
い
て
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
請
願
・
陳
情
と
は
）

QA
　
市
政
等
に
つ
い
て
要
望
が
あ
る
と
き
は
、
誰
で
も
市
議
会
に
対
し

て
請
願
・
陳
情
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
．
議
員
の
紹
介
が
あ
る
も
の
を
請
願
、
紹
介
の
な
い
も
の
を
陳
情

と
い
い
ま
す
。　
　

２
．
請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も
市
議
会
事
務
局
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

３
．
請
願
・
陳
情
の
形
式
と
手
続
き　
　

○
請
願
・
陳
情
書
に
は
、
請
願
・
陳
情
の
趣
旨
、
提
出
年
月
日
、

請
願
・
陳
情
者
（
法
人
や
任
意
団
体
の
場
合
に
は
名
称
及
び
代

表
者
の
氏
名
）
の
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
、
押
印
を
し
て
く
だ

さ
い
。

○
請
願
の
場
合
は
、
紹
介
議
員
の
署
名
又
は
記
名
押
印
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
な
お
、
紹
介
議
員
は
１
人
で
も
結
構
で
す
。

○
請
願
・
陳
情
の
趣
旨
（
願
意
・
理
由
）
は
、
で
き
る
だ
け
具
体

的
に
、
ま
た
簡
明
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
採
択
さ
れ

た
際
に
国
、
県
へ
の
意
見
書
の
提
出
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
意

見
書
（
案
）
の
添
付
も
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
合
志
庁
舎　

２
４
８
─２
０
３
８

議会 Q&A


